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家庭用燃料電池普及による家庭用燃料電池普及による

家庭の家庭のCOCO22削減対策削減対策

2007. 11. 28.

松下電器産業株式会社

波東 雄治
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2家庭におけるエネルギー事情

国内の部門別エネルギー消費推移

■エネルギー消費は ｢｢民生部門で増加を継続民生部門で増加を継続｣｣
･･･給湯負荷給湯負荷が大きく(約3割)化石燃料化石燃料を多用(約6割)

●用途別：冷房約6割暖房給湯厨房動力等

●種類別：電力都市ガスLPG灯油その他
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3燃料電池コージェネシステム

ﾊﾞｰﾅ

蒸発器

     ＣＨ4＋２Ｈ2Ｏ → ４Ｈ2＋ＣＯ2
     ＣＨ4＋Ｈ2Ｏ → ３Ｈ2＋ＣＯ
     （ ＣＯ ：１０～１５％発生 ）

    ＣＯ＋Ｈ２Ｏ → Ｈ2＋ＣＯ2
   （ ＣＯ ： ０．５％に低減 ）

     ＣＯ＋１/２Ｏ2 → ＣＯ2
    （ ＣＯ ： １０ｐｐｍ以下に低減 ）

都市ガス
ＬＰＧ

Ｈ2：75-80％
ＣＯ2：20％

改質反応
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水素生成反応

燃料電池
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空気
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水回収器
脱
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■ 燃料電池コージェネは｢｢ガスから電気と温水ガスから電気と温水をつくるをつくる｣｣システム
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貯湯タンク
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421世紀 松下電器がめざす姿

■２つの事業ビジョン２つの事業ビジョンを融合させ
｢｢新たなくらし価値新たなくらし価値｣｣の｢｢家まるごと家まるごと｣｣提案を目指す

･･･燃料電池燃料電池は｢｢環境共存環境共存｣｣実現の最重点テーマ

ユビキタスと環境共存環境共存の融合で
家から始まる生活快適ソリューション生活快適ソリューション

松下電器がめざす２つの事業ビジョン２つの事業ビジョン 燃料電池燃料電池
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◆地球規模での人類の要請
◆国家戦略としての重要性
◆企業としてのポリシー

⇒まさに｢｢正義の戦い正義の戦い｣｣

燃料電池の重要性

松下電器の取り組み基本理念

■松下電器は、正攻法で確実な商品正攻法で確実な商品を市場に導入していくを市場に導入していく
⇒それが着実な市場の成長と事業化市場の成長と事業化につながる

事事
業業

1.燃料電池として世に問う商品世に問う商品

2.お客様に対し安心、安全安心、安全でメリットが出せる商品メリットが出せる商品

3.新規の市場を作っていく商品市場を作っていく商品

絶対に成功させなければならない絶対に成功させなければならない

市場導入機の位置づけ

まずは 効効 率率 ･･･実働時の高いエネルギー削減

耐耐 久久 性性 ･･･少なくとも１０年間使用可能

安全性安全性･･品質品質 ･･･安全に安心して使える商品

加えて ココ スス トト ･･･普及・事業拡大の要

食器洗い機食器洗い機･･ＩＨクッキングヒータＩＨクッキングヒータ､､古くは電子レンジも古くは電子レンジも
エアコンもエアコンも･･････正攻法で普及させてきた正攻法で普及させてきた

いいものを

より安く

● FCという｢｢骨太の新規環境事業骨太の新規環境事業｣｣の礎を築く
事業ビジョン事業ビジョン

■これを実現するためは、主要部品開発は

｢自前技術自前技術｣にこだわり 『『すりあわせ型すりあわせ型』』 で仕上げる
開開
発発
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■

当社大規模実証機の仕様と性能

仕 様

項 目

電気出力

運転モード

負荷追従制御

電気利用形態

熱利用形態

１ｋＷ（送電端電力）

ＤＳＳ～連続

あり

系統連系

成層式貯湯槽蓄熱

仕様および内容

項 目 性 能

発電効率 ３７％LHV（定格）

排熱回収効率 ５０％LHV（定格）

給湯温度 ６０℃以上

運転騒音 ４４ｄＢ以下

性 能

■高いエネルギー利用効率でＤＳＳ/負荷追従運転も可能な

｢｢世界初の家庭用コージェネシステム世界初の家庭用コージェネシステム｣｣
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■

当社機の環境効果試算

■従来システム(発電所＋給湯機)に比べ 大きな環境効果を実現

燃料電池コージェネ燃料電池コージェネは ｢｢家庭でできる家庭でできる地球温暖化対策地球温暖化対策｣｣

（東京ガスLIFUEL資料より）

◆燃料電池コージェネで
1kWh 発電時の出力
(発電１kWh／給湯1.4kWh)

を 従来のシステムで
まかなった場合の比較

一次エネルギー消費量 ＣＯ２ 排出量

15.9MJ
10.9MJ

1,002ｇ
－CO2 555ｇ

－CO2

－－3131％％ －－4545％％

火力発電
＋
従来給湯器

火力発電
＋
従来給湯器

燃料電池
コージェネ
システム

燃料電池
コージェネ
システム

（ガス：45MJ/m3 電気：9.76MJ/kWh） （ガス：2.29kg-CO2/m3 電気：0.69kg-CO2/kWh）
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8大規模実証事業(H17年度)実施結果

■年間で｢｢一次エネルギー削減率：１５％一次エネルギー削減率：１５％｣｣を達成

■年間で｢火力発電所に比べ火力発電所に比べ２８％のＣＯ２８％のＣＯ２２削減削減｣を達成

［全サイト平均］

平均値以上の平均値以上の
性能を確保性能を確保

［松下］
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一次エネルギー
削減率 (％)

松
下

Ｈ17年度第１期設置の175サイト運転結果

［2007.1.18. ＮＥＦ資料より］

｢｢一次エネルギー削減効果一次エネルギー削減効果｣｣と
｢｢COCO22削減効果削減効果(火力発電所比)｣｣

一般住宅で 小学校でも

荒川区
広報ページより

（児童の絵）
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9市場品質向上への落とし込み

■「「大規模実証大規模実証300300台台((0808年度含む年度含む))のの結果を反映結果を反映」」

⇒⇒市場品質課題の要因解析を基に再発防止･技術確立し
工程監査を加え安定品質実現(市場導入機で故障率5%以下)へ

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 09年度

200％

50％
10％ 5％

故障率＝
累積故障件数
期間稼働日数×365日×100

(例)100％＝１回/年 ５％＝１回/20年

0505年度設置年度設置

0606年度設置年度設置

0707年度設置年度設置

故障率(％)

2007:大規模実証の対策を完了

2008:信頼性のトドメを刺す
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10本格普及へのコスト・ロードマップ

■画期的なコストダウンのステップを重ねて

｢｢自立できる商品価格の実現自立できる商品価格の実現｣｣ へ

目

標

コ
ス
ト

（納
入
価
） 120120 6060

コストダウン⇒1/31/3

コストダウン⇒1/21/2
コストダウン⇒1/21/2

事業化ステップ

(’05) 2008 2010 2013 2015

市場導入市場導入
市場確立市場確立

本格普及へ本格普及へ

大規模実証
(Part ２)

2009

100台100台 １千台１千台 １万台１万台 １０万台１０万台

800

600

400

200

0

(万円)
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11市場展開と波及効果

0
100億円

600億円

8,000億円
家庭用燃料電池

（億円）

2007～8年 2010年 2020年

2,000

4,000

6,000

8,000
Cf.ガス給湯器

5,000億円
(250万世帯)

■将来の大きな市場展開が期待される燃料電池コージェネ燃料電池コージェネ

｢｢関連産業への波及効果関連産業への波及効果｣｣ も大きく広がる

（参考資料：「平成13年 燃料電池実用化戦略研究会資料」）

市
場
規
模

推定関連市場：

１兆円
推定関連市場：

８兆円
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12燃料電池コージェネがもたらす環境効果

■ 本格普及に時間はかかるが本格普及に時間はかかるが 着実に広がる環境貢献着実に広がる環境貢献

･･････｢｢美しい星美しい星｣｣実現には欠かせない実現には欠かせないエネルギーインフラエネルギーインフラにに
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家庭でのＣＯ家庭でのＣＯ２２排出削減量排出削減量

電力＋ガス給湯

5.8 ton

燃料電池導入

4.5 ton
ＣＯＣＯ２２排出削減排出削減 1.31.3ton/ton/年年･･世帯世帯

20202010

1500

0

万台

1000

500

2015

(180)

(1360)

単年度販売台数

累計稼働台数

燃料電池コージェネの市場稼働予測燃料電池コージェネの市場稼働予測

（前掲「平成13年 燃料電池実用化戦略研究会資料｣より推定集計）

(15)(10)
(160)

(60)

２００４年度の国内
CO2総排出量

1,355百万ton

＝

17,60017,600万万tonton
家庭からの排出量は家庭からの排出量は

2015年は 234万ton (家庭排出の1.3％)
のCO2 削減効果だが

2020年には 1,768万ton (同10％)へ、
・・そして2050年に向け 4,000万世帯に普及
すれば 5,200万ton (同30％)削減
◎単独商品で大きな環境貢献

2015年は 234万万tonton (家庭排出の1.3％)
のCO2 削減効果だが

2020年には 1,768万万tonton (同10％)へ、
・・そして2050年に向け 4,000万世帯に普及
すれば 5,200万万tonton (同30％)削減
◎単独商品で大きな環境貢献単独商品で大きな環境貢献


